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一般社団法人 奈良県経済倶楽部

令和２年６月１日（毎月１日発行）　倶楽部

６月号

定時会員総会を開催　�  ①②

倶楽部往来・県内経済情報　� ④

第512号

　令和２年、第82回定時会員総会が５月28日（木）11
時から当部５階大会議室で開催された。
　総会はまず菊池会長が挨拶に立ち「新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、３月から定例の火曜午餐
会が中止となり、７月からの再開を考えております
が、今後も予断を許さない状況が続くと思われます。
事業活動も少し停滞している状況です。一般社団法人
に移行して８期を過ぎましたが決算等々は順調に来て
おります。本日は前年度の運営報告と、計算書類の承
認、そして役員改選の人事案件がございますので、忌
憚のないご意見を賜りながら議事を進めてまいりたい
と思いますのでご協力をお願いいたします」と述べた。
　菊池会長を議長に選出して案件審議に入り、令和元
年度の運営報告に続いて、審議事項①令和元年度計算
書類承認の件を原案通り可決承認。次いで②任期満了
に伴う役員改選の件を審議。理事15名、監事３名を選
出した。菊池会長は「新型コロナウイルス感染症の問
題で、皆様にご不便不自由をお掛けするかもしれませ
んが、下半期では会員サービスを少しでも充実させて
参りたい。会員の皆様には、例年以上のアドバイスを
承りながら進行させていただきますのでよろしくお願
いいたします」と挨拶して閉会した。

　総会審議終了後、理事に選任された15名（再任13
名、新任２名、退任１名）及び監事３名（再任）は理
事会を開き、互選により、代表理事・会長に菊池氏、
代表理事・副会長に豊澤氏、副会長に箕輪氏を再任、
そして新副会長に増本氏を選任。相談役には奥村氏、
顧問として今川氏を再任、を決議。理事会終了後、新
役員陣容が発表されると、出席者全員は拍手で歓迎
し、新たなスタートを祝った。

定時会員総会を開催
会長に菊池攻氏を再任

会　　長　　菊池　　攻（代表理事）
相　談　役　　奥村　俊夫
副　会　長　　豊澤　安男（代表理事）
　　〃　　　　箕輪　尚起　　増本　隆史〔新任〕
理　　事　　船内　達夫　　木村　賢一
　　　　　　打谷　久義　　小鍛冶正明
　　　　　　紺木　久彌　　川﨑　祥記
　　　　　　松田　英志　　西窪　正男
　　　　　　山本　順子〔新任〕
　　　　　　横田　敦子〔事務局長〕
� （以上理事15名）

監　　事　　岡本　善英　　野崎　善男
　　　　　　若林　　清� （以上監事３名）

運営委員　　海保　和孝　　出口　武男
　　　　　　上田　裕巳　　岡村　元嗣
　　　　　　津山　初雄　　沢井　啓祐
　　　　　　丹波　良子　　安田　泰介
　　　　　　吉田　淳一　　竹安　博三
　　　　　　前川　佳央　　原田美代子
　　　　　　吉川　晃司　　中野　重宏
　　　　　　藤岡　喜典　　小山　新造
　　　　　　小林　茂樹　　吉住　　秀
　　　　　　黒川　荘次　　豊澤　孝彦
　　　　　　近東　宏佳　　麹谷　　展
　　　　　　桐山　知也
（顧　問）　　今川　啓二

一般社団法人　奈良県経済倶楽部
役　員　名　簿
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令和２年度　事業計画
　少子高齢化による社会問題が山積する中、
新型コロナウイルスの世界的な感染拡大とい
う未曽有の事態が起き、日本経済全体に影響
を及ぼしている。奈良県も観光客が激減し、
大きな打撃を受けている。
　奈良県経済倶楽部は、諸般の事情を鑑みつ
つ、定款目的項に謳う「会員相互の交誼親睦
を敦くし、その知識徳性を啓発すると共に、
奈良県商工業の振興を通じて地域経済の活力
増進と社会文化の向上に貢献する」との理念
を認識し、関係諸団体との連携協調をはか
り、地域経済の発展に貢献すべく、右記の諸
事業を継続実施する。

【実施事業】
公益目的支出計画の実施
関係諸団体との連携協調及び支援
文化国際力、及び地域力の向上
会員の資質涵養、教養・見識の高揚
会館の運営

　なお、業務を補完する運営委員の常設委員
会の役割分担は次の通り。
［総務委員会］倶楽部運営管理の助言
［事業委員会］視察研修会の企画立案
［文化啓発委員会］研修旅行の企画立案

　このたび伝統と歴史ある奈良県経済倶楽部の副会長
を務めさせていただくことになりました。私のような
若輩者をご推挙いただきましたことは大変名誉なこと
であり、責任の重さをひしひしと感じております。当
倶楽部では、終戦間もない昭和23年に前身である社団
法人大和経済倶楽部を設立されて以来、これまで地域
に根ざした諸活動を積極的に展開し、経済・文化両面
で奈良県の発展および振興に大きく寄与されてきまし
た。前任の竹中副会長様をはじめ、歴代役員の方々、
会員の皆様が長年に亘って築いてこられました素晴ら
しい伝統を汚すことのないよう精一杯努めさせていた
だきたいと存じます。
　さて、現在、わが国を含む世界では、米国や欧州を
中心に新型コロナウイルス感染症の拡大という難局に
直面しており、各国において、この対応が喫緊の課題
となっています。感染拡大の影響が広く現実の経済へ
と波及するなかで、各企業がしっかりと社会を支え続
け、柔軟に対応していくことが責務であり、社会的使
命と考えております。
　一方、国内景気は、消費増税があったものの緩やか

な回復基調で推移していました
が、新型コロナウイルス感染症の
拡大による在宅勤務や外出自粛
等により経済活動が大きく制限
され、厳しい状況となっておりま
す。また、働き方改革と相まって
今後も人の移動が減少した状態で
推移すると考えられます。奈良県につきましても観光
客の減少やイベントの中止などにより観光業界を中心
に大きな影響が出ており、先行き不透明な状態となっ
ております。まずは、この新型コロナウイルスの難局
を乗り切ることが最優先でありますが、このような状
況にあるからこそ、将来の奈良県経済の姿を見据えた
新しい取り組みも、重要になってくると思われます。
　今般、私は副会長という大役を引き受けさせていた
だくこととなりましたが、奈良県経済の一角を担う当
倶楽部において、伝統を受け継ぎながら奈良県経済の
発展振興、社会文化の向上に向けて一翼を担うべく邁
進していきたいと存じますので、皆様方のご支援とご
協力をお願いたします。

副会長就任ご挨拶
� 奈良交通株式会社

　　取締役副社長　増本　隆史


